
第74回「社会を明るくする運動」3地区合同ミニ講演会 
  
日時：令和6年7月26日(金)　19：00～20：20 

会場：元新洞小学校　1階　第2会議室 

講題：「学校は社会の縮図」～“しんどさ”を抱えながらも子どもは頑張っている～ 

講師：澤田清人氏（京都光華中学校・高等学校校長／保護司） 

  

今回は、新洞・川東、岡崎、吉田・聖護院の3地区合同でのミニ講演会としました。 

講師に京都光華中学校・高等学校校長であり、左京区保護司でもある澤田清人氏をお迎えし、「学

校は社会の縮図」～“しんどさ”を抱えながらも子どもは頑張っている～と題してご講演いただきま

した。 

【講師略歴】 

1984年　京都市立中学校に新規採用される。

1987年頃「同和教育」と出会ったことで教育観が大きく変わり、「人権劇」の創作と上演の活動

を始める。

2010年より京都市立花山中学校、向島中学校、二条中学校の各校校長を勤める。

2021年より京都市教育委員会教員養成支援室　専門主事に就任。

2023年より京都光華中学校・高等学校校長に就任（現職）

＜著書＞

「明日の教室」（共著）ぎょうせい

「学校で学びたい日本の偉人」（共著）育鵬社

「中学道徳」教科書『明日を生きる』（著作者一員）日本文教出版

「子どもたちのために教師ができること」育鵬社

 

＜その他＞ 



2004年12月NHK教育TV「わくわく授業」 

2005年2月NHK総合TV「にんげんドキュメント」に出演。 

※内容はともに「人権劇」の創作活動を通しての集団作りや人権問題に関するもの。 

  

【内容】 

はじめに1枚の写真が映し出されました。それは澤田氏が赴任した年に入学した生徒たちが卒業し

て成人式の夜、初めての同窓会での写真でした。厳しい家庭環境のなかで暮らす“しんどい学年”

であり、圧倒的に大学生の数が少ないといいます。それでも明るい笑顔で写る卒業生たちに逞しく

生きてほしいとの澤田氏の願いが感じられました。  

次に教育実践の裏側での事例をお話いただきました。 

事例1－児童虐待（性的虐待） 

事例2－保護者の薬物依存（逮捕歴有） 

事例3－校長1年目のこと 

どの事例にも共通しているのは、真剣に思いやりをもって生徒たちに向き合い、話を聴き、生徒た

ちとの糸を切らないようにすることがいかに大事かということでした。澤田氏は学校長として信

念と覚悟を持って実践してこられたのだと強く感じました。 

  

最後に動画が上映されました。 

コロナの影響により卒業式で歌えなくなった「旅立ちの日に」を、3年生の最後の学年集会で歌わ

せてほしいと言いに来た生徒の話。校長の澤田氏は一日で組織できたら許可すると回答。結果は

見事に3年生みんなで合唱し、学年主任の胴上げまで映されていました。 

泣きながら歌っている生徒もおり、動画をみていた参加者からは自然と拍手が起こっていました。 

レジュメは所々が空欄になっており、講演を聞きながら各自書き込む形式で、参加者は皆、集中し

て講演を聞くことができました。 

澤田氏の講演は2年前にも北白川地区ミニ集会で企画され拝聴しましたが、何度聴いても学ぶこと

の多い素晴らしい内容です。 



  

主催：新洞・川東、岡崎、吉田・聖護院 

協力団体：新洞連合会、新洞社会福祉協議会、新洞学区民生児童委員協議会、新洞女性会、 

川端少年補導委員会（新洞支部・川東支部・岡崎支部・吉田支部・聖護院支部・浄楽支部・錦林

東山支部）、左京南地区更生保護女性会、新洞子どもネットワーク会議 

  

【参加保護司】17名 

澤田清人（講師）　梶田大介　橋本周現　中林五月　中井京子　市川悦子　伊藤恵子　堀内寛昭 

川見善孝　村上ますみ　久保優香　佐伯知彦　佐藤恭子　上野修　椹木稔　鞍谷秀郎　鈴木美智

子 

【保護司以外の参加者】23名 

左京南地区更生保護女性会1名・新洞女性会7名・新洞連合会2名・少年補導委員3名・ 

民生児童委員2名・社会福祉協議会2名・京都市会議員1名・一般5名 

参加者総計40名 

地域幹事：信ヶ原雅文　梶田大介　鈴木美智子 

文責：鈴木美智子 

  

 
  

                                                         




